
金
滞
古
瞭
志
巻
叶
三

此
の
枇
は
往
古
よ
り
此
の
地
の
銀
守
枇
に
て
‘
民
営
宗
縞
樽
院
世
々

別
賞
を
勤
め
奉
仕
す
る
成
、
袖
川
働
混
瀦
御
慶
止
に
付
き
、
明
治
三
年

復
飾
し
て
紳
職
と
成
り
た
り
。
首
位
の
来
躍
は
、
停
紀
・
由
来
書
を
僻

来
せ
ざ
る
故
に
詳
か
な
ら
4
y
o

枇
停
に
云
ふ
。
往
昔
は
別
賞
・
枇
備

も
多
く
、
共
遺
跡
等
品
開
成
れ
り
と
ぞ
。
或
は
云
ふ
。
昔
よ
り
金
津
市

中
に
紙
園
祉
は
、
犀
川
・
潔
野
川
各
一
位
宛
あ
り
て
、
犀
川
の
祇
園
・

卯
辰
の
紙
閣
と
て
繁
昌
せ
し
か
ど
、
今
は
名
の
み
と
成
り
た
り
。

O
訟
尾
明
神

此
の
紳
は
祇
園
祉
の
相
殿
に
把
れ
り
。
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
ク
園
の

酒
治
家
の
守
畿
紳
と
す
O

縁
起
に
云
ふ
。
昔
織
明
信
長
卿
江
州
安
土

ハ

=-JV

の
城
内
に
銀
祭
せ
ら
れ
し
を
、
天
正
九
年
我
が
藩
粗
大
納
言
利
家
卿

越
前
府
中
へ
入
城
し
給
ふ
頃
、
信
長
公
よ
り
彼
の
紳
像
を
譲
り
締
け

給
う
て
、
府
中
の
城
内
に
施
ら
し
め
給
へ
り
。
故
に
金
津
入
城
の
後

も
倫
城
中
に
鎮
祭
し
給
ふ
。
然
る
に
参
議
従
三
位
網
紀
卿
の
世
に
至

り
、
元
総
十
一
年
金
津
酒
治
家
宮
竹
屋
某
‘
酒
治
の
守
護
紳
た
る
に

依
り
て
、
松
尾
明
紳
を
ぽ
浪
々
崇
敬
せ
し
由
聞
召
さ
れ
、
彼
の
紳
像
を

披
外
別
祉
に
鎮
祭
す
る
事
を
許
さ
れ
た
り
。
依
り
て
卯
辰
祇
園
祉
の

相
殿
に
銀
座
し
奉
り
、
共
の
頃
宮
竹
屋
某
市
街
の
酒
治
家
一
統
と
相

岡
、
願
に
依
り
て
同
三
年
九
月
復
飾
し
、
松
本
昌
治
と
改
稿
し
、
紳

臓
と
成
る
。
依
り
て
臓
薄
院
の
院
鋭
を
厳
止
せ
ら
れ
、
本
地
悌
等
を

ぽ
小
立
野
の
賓
儲
寺
へ
移
し
、
踊
蒋
院
の
建
物
を
建
替
へ
た
り
。

。
祥
雲
山
幽
谷
院
祉

問
帯
院
紙
困
枇
の
隣
地
也
。
幽
谷
院
は
臨
済
宗
妙
心
寺
波
の
蹄
院
に

て
、
正
保
元
年
に
創
立
せ
し
底
、
寛
文
十
二
年
よ
り
三
枇
町
高
燥
寺

の
支
院
と
成
る
。
然
底
無
檀
無
住
に
て
、
永
々
緒
方
も
無
v
之
に
付
、

卯
辰
夫
長
寺
と
共
に
寺
院
取
盤
み
、
本
寺
高
臨
眼
寺
へ
合
併
し
、
跡
地

は
地
子
地
た
る
故
に
、
他
へ
譲
り
渡
度
皆
天
明
四
年
八
月
出
願
す
る

庭
‘
同
年
十
二
月
廿
四
日
許
可
相
成
る
。
依
v
之
同
月
よ
り
、
右
醤
地

卯
炭
木
町
帥
願
寺
の
諦
地
に
設
し
、
子
v
今
至
り
邸
願
寺
の
持
地
と
成

り
た
り
。
幽
谷
院
由
来
書
等
の
潟
左
に
戟
v

之。

由
来
就
ロ
御
薄
-
申
上
候

一
、
静
雲
山
幽
谷
院
者
、
洛
陽
妙
心
寺
之
末
寺
。

E
保
元
年
に
務
地

仕
、
受
林
と
申
平
倫
致
問
陶
基
-
候
。
営
年
に
至

τ四
拾
二
年
に
罷
成
。

唯
今
の
院
主
続
税
主
迄
三
代
住
持
仕
申
候
。

右
之
外
由
来
井
縁
起
御
寄
港
紙
等
無
-
-
御
座
-
候
。
以
上
。

貞

享

二

年

七

月

三

日

高

巌

寺

普

門

中j

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三

識
し
1

鱗
中
沼
結
び
、
酒
治
家
の
惣
枇
と
た
し
た
る
曲
、
互
細
に
番

載
せ
た
り
o
但
し
奮
記
の
微
授
も
注
〈
、
共
の
事
貨
の
毘
僑
鮮
か
な

ら
や
と
い
へ

E
も
・
共
の
概
略
を
記
織
す
。
今
に
至
り
酒
治
家
の
守

離
紳
と
稽
し
、
金
津
市
中
の
酒
治
家
の
共
有
糾
枇
と
注
し

τ祭
犯
を

執
行
す
る
と
ぞ
。

。
正
法
山
語
審
院
社

縞
簿
院
は
提
言
宗
に
て
、
紙
圏
一
位
の
別
賞
也
。
享
保
紀
聞
に
.
脇
田

丸
兵
衛
直
賢
・
江
守
角
左
衛
門
是
屑
物
頭
の
時
、
城
内
三
，
丸
番
目
に

は
、
紙
園
繭
簿
院
三
，
丸
へ
行
き
て
、
連
歌
せ
ん
と
て
毎
度
来
り
け

る
よ
し
、
後
々
ま
で
縞
蒋
院
明
し
け
り
。
と
見
h
.
=
一
州
志
来
図
概
覧

附
鍛
に
も
・
三
，
丸
の
中
承
服
・
明
暦
の
頃
ま
で
は
、
貸
賎
男
女
を
撰

ぽ
守
三
J

丸
の
中
を
往
来
す
。
三
J

丸
に
昔
は
物
頭
在
直
す
。
脇
田
九

兵
衛
直
賢
・
江
守
角
左
衛
門
是
屑
物
頭
た
り
し
時
、
直
自
に
は
祇
園

の
縞
簿
院
三
，
丸
へ
来
り
、
恒
に
連
歌
の
相
手
を
・
な
す
。
又
=
一
J

丸
御

書
出
物
之
内
に
、
近
年
御
番
所
無
沙
汰
に
候
。
風
呂
立
候
事
御
停
止
と

云
ふ
事
も
あ
る
・
よ
し
σ
彼
是
往
昔
索
簡
の
風
俗
祭
す
ぺ
し
。
と
記
載

す
。
観
此
の
縞
蒋
院
は
、
園
初
以
来
紙
闘
枇
の
別
賞
た
り
し
か
ど
、

明
治
元
年
紳
働
混
瀦
御
陵
止
の
官
令
に
依
り
て
.
繭
蒋
院
廿
六
世
寂

綬

寺

以
=
寄
附
-
申
上
候
。

一
、
蛍
院
之
儀
岡
上
屋
宗
幽
被
=
建
立
一
拙
備
に
く
れ
辞
置
候
。
然
底

可
=
屠
置
-
弟
子
も
無
v
之
候
閥
、
後
住
之
俄
は
如
何
様
共
、
図
上
屋
吉

兵
衛
・
彦
四
郎
指
闘
次
第
と
.
綾
々
断
申
入
候
島
民
、
左
候
は
ど
此

院
を
商
岩
寺
b
致
a
寄
附
一
御
支
配
に
仕
度
旨
被
v
申
候
。
以
後
は
高
岩

寺
支
配
可
v
有
v
之
候
。
骨
m
v
共
寄
付
を
以
御
断
申
上
候
。
以
上
。

寛

文

十

二

年

八

月

二

日

幽

谷

院

受

林

停

t:p 
判

停

燈

寺

舎
附
を
以
申
上
候

一
、
幽
谷
院
之
儀
、
亡
父
宗
幽
致
=
建
立
一
受
林
b
致
眉
寄
附
-
候
。
然

鹿
に
死
後
は
‘
拙
子
共
b
返
排
可
v
有
v
之
与
の
断
に
而
御
座
候
。
然
上

は
此
院
を
拙
子
共
方
よ
り
、
高
岩
寺
b
池
上
仕
健
保
、
如
何
共
御
裁

許
被
昌
成
下
-
候
様
に
と
歩
願
候
。
多
共
以
-
議
附
-
御
断
申
上
候
。
以

上。

寛
文
十
二
年
八
月
六
日

岡
上
屋
吉
兵
衛

彦
四
郎

!f'./j判

同

停

燈

寺




